
1 

 

中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
本
語 
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「マ
ツ
キ
ヨ
を
右
に
曲
が
って
」 

 
 

東
京
へ
出
張
し
た
際
、
大
学
生
ら
し
き
男
性
に
道
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
マ
ツ
キ
ヨ

を
右
に
曲
が
っ
て
・
・
・
」
と
教
え
ら
れ
た
。
筆
者
は
偶
然
、
「
マ
ツ
キ
ョ
」
が
何
の
略
で
あ

り
、
そ
れ
が
薬
屋
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
迷
わ
ず
目
的
地
に
到
達
で
き
た

が
、
「マ
ツ
キ
ヨ
」と
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
人
は
む
し
ろ
多
い
の
で
は
な
い
か
。 

最
近
は
、
薬
屋
に
し
ろ
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
し
ろ
、CD

屋
に
し
ろ
、
チ
ェ
ー
ン
店
が

増
え
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
名
詞
が
薬
屋
、
本
屋
、
喫
茶
店
な
ど
に
取
り
換
え

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
昔
だ
っ
た
ら
、
「
た
ば
こ
屋
の
角
を
右
に
曲
が
っ
て
」
と
か
「
ラ

ー
メ
ン
屋
へ
行
って
き
た
」と
か
言
って
い
た
の
だ
が
。 

 

し
か
も
チ
ェ
ー
ン
店
は
あ
ま
り
に
知
名
度
が
高
く
な
り
、
略
語
で
表
わ
さ
れ
る
。
こ

う
な
る
と
も
は
や
お
手
上
げ
で
あ
る
。
マ
ク
ド
（
マ
ッ
ク
）
、
セ
ブ
イ
レ
、
フ
ァ
ミ
マ
、
ユ
ニ
バ

な
ど
、
そ
う
し
た
文
化
と
は
疎
遠
に
暮
ら
す
人
た
ち
や
、
た
と
え
英
語
の
分
か
る
外

国
人
に
と
って
も
、
新
た
な
外
国
語
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。 

以
前
日
本
語
教
壇
実
習
の
時
、
実
習
生
が
留
学
生
に
「
京
フ
ァ
ミ
」
（
大
学
の
近
く

に
あ
る
商
業
施
設
「京
都
フ
ァ
ミ
リ
ー
」）
と
導
入
し
て
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
留
学
生
に

は
？
？
。
通
称
語
な
ど
分
か
る
は
ず
が
な
い
。 

 
 こ

れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
述
べ
て
き
た
フ
ォ
リ
ナ
ー
ト
ー
ク
同
様
、
道
を
尋
ね
る
の

は
、
い
わ
ば
フ
ォ
リ
ナ
ー
同
然
で
あ
る
の
で
、
「
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
と
い
う
薬
局
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
を
右
に
曲
が
って
・・・」と
言
って
ほ
し
か
った
。 

今
な
ら
さ
な
が
ら
ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
）
な
ど
で
道
順
を
調
べ
、
人
に
尋
ね
る
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
を
取
ら
な
い
の
が
普
通
だ
ろ
う
が
、
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
って
、
相
手
の
属
す
る
社
会
や
集
団
が
垣
間
見
え
て
面
白
い
。 

今
日
は
こ
の
へ
ん
で
筆
（キ
ー
ボ
－
ド
）を
置
い
て
、
ス
タ
バ
へ
で
も
行
く
と
し
よ
う
。 
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我らが代表・恩地さんが市政功労賞を受賞されました！ 

月 3日（木）は文化の日。きっと各地で、芸術イベントが開かれて 

いることでしょう。 

ここ草津市では市政功労者表彰式が、草津アミカホールで行われまし

た。恩地さんは「まちづくり」の分野で、“多文化共生社会の推進”への貢

献が高く評価されての受賞。市長からお祝いの言葉と記念品が贈呈され

ました。他にも福祉や教育の分野で 33人の方が受賞されました。 

オープニングセレモニーは琴と尺八による、秋の涼しい風が吹き抜ける

ような演奏でした。授賞式となると、つい固くなってしまうところ。素敵な演

奏のおかげで、心も体も軽くなりました。 

（レポート 後藤） 

祝 

 晴れがましい舞台に上げていただきましたが、長年のオリーブの活動あってこそです。 

これまでオリーブの活動に協力してくれた多くの方々のお顔を思い浮かべながら式典の

時間を過ごしておりました。みなさんに感謝いたします。ありがとうございました。 

恩地美和 
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やさしい日本語講座 

最近は、学園ドラマの中に外国人生徒がいるのをよく見かけませんか？ 決して特別な

存在ではなく、クラスメイトの 1 人としてです。現在、日本の全人口の１．７５％は外国

人。皆さんの町内や職場など身近な所にも外国人がいるのではないでしょうか。私たち

日本人と同じ土俵で暮らしている外国人ですが、言葉は同じ土俵ではありません。今回

の講義では、日本人が常識とする“ルール”を外国人にどのように伝えればよいのか、と

いうことを教わりました。 

 

ある地区の避難訓練で「はき慣れたくつを履いてきて」と伝えたところ、フィ 

リピンの女性たちが「いつも履いている」ピンヒールを履いて来て、避難訓練 

どころではなかったそうです。また、東北大震災で「高台（タカダイ）へ避難し 

ましょう」というアナウンスを「高田（地区）へ避難」と聞いた多くの外国人が津 

波の犠牲になったそうです。では、どのように伝えれば良かったのでしょうか。 

私たち日本人は“避難訓練＝動きやすい靴”と想像できます。 

しかし、習慣の違う外国人がこのような想像をすることは難しいのです。また「高台」という日本語を日常でどれほど

使うでしょうか。実物の運動靴を見せたり、「山へ逃げて」と簡単な日本語に変えたりすれば、このような誤解は免れ

たかもしれません。日本のニュースやお知らせ文書は、日本のルールを知らない外国人にとっては非常に想像し難

いものだと指摘されました。命に関わる災害の日本語、「余震」「亀裂」「ライフライン」「避難所」などは、「あとで来る地

震」「壊れた建物」「水と電気とガス」「○○小学校に行く」など、実物や具体的な場所、日時、名詞を言うことでやさし

い日本語になるのです。 

たくさんの実例を交えながら、とてもユニークに説明してくださり、５分に１回笑いがあるという楽しい講座でした。 

（レポート：小春京子） 

日本語で外国人とコミュニケーションしましょう！ 

先生の講義は大変わかりやすく楽しかったです。 

更に新しい情報をいくつも仕入れることができたので、 

今後の参考になります。（内田幸） 

やさしい日本語にかえるポイントを教えていただいて、

とても参考になりました。災害に関する単語の意味をオ

リーブの生徒さんにも伝えていく機会があるといいと思

いました。（前田） 

～参加者の感想～ 

船見先生のやさしい日本語講座は笑いもありの、あっと

いう間の 2 時間でした。とてもわかりやすい説明で、日本語

教育のことがわからない人にとってもとても興味深かったと

思います。（堀野） 

やさしい日本語に置き換えるということについて大変勉強

になりました。（豊村） 

新パネルが完成しました♬ 

今はオリーブ来ていない生徒さんたちが多く載っていたパネ
ルを一新しました。オリーブで元気に学んでいる生徒さんたち
の好きなこと・頑張っていること・日本に来ての感想などなど、
いろんなメッセージを書いてもらいました！ 
まちセン 2階に掲示しています。貸し出しＯＫなので、イベ

ント等でオリーブを PRする時にも利用してくださいね。 
（後藤美子） 
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皆様、初めまして。9月より参加をさせていただいております熊川と申します。 

平日は工場勤務をしておりまして、特に趣味らしい趣味も持っていないのですが、美味しい

もの食べることが好きです。 

そのため、今回は今が旬のちょっと変わった美味しい食べ物を紹介させていただきます。 

それは「上海蟹」。日本の海で獲れる大きなカニに比べて体も小さく、両手の爪には毛が生

えておりユニークな外観、一見食べるところが無さそうなカニです。 

オリーブ先生たちによるリレーエッセイ⑫ 

熊川拓磨 

～滋賀 ver.～ 

○とても楽しかった。（佐藤エバ） 

○言い方がおもしろいが、アクセントが難しい。 

（沈情-シェン・チン） 

○今日の授業は楽しかったです。それにおもしろかったです。私

の日本語が苦手ので、全部まだです。（グエン・ヒウ・クエン） 

○とても楽しかった。（島袋マリア） 

大好評の関西弁講座は今回で 3回目。第 1回目から来てくれている人や、今回初めての人たち 10人が集

まってくれました。みんな、いつも教科書で習っている標準語が、関西弁だとどんな言い方になるのか興味深

そうに学んでいました。 

最後にはちょっとした遊び心で、関西弁で会話をつなげるゲームをしました。習った関西弁で「明日お祭り

いかへん？」「ええなぁ～。何時に行くん？」など即興で周りの人に話を振っていきました。まんべんなくみん

なと話しながら、関西弁の会話を自分で組み立てる練習になりました。これからどんどん、普段の生活で関西

弁にチャレンジしていってほしいです。 

（レポート 後藤） 

「カニの季節」 

小さいカニということもあり、カニ肉は食べにくくお世辞にも美味しいとはいえません。 

食べ慣れないうちは、どうやって食べれば良いかも分かりません。 ところがこのカニのカ

ニ味噌そしてカニの卵が絶品なのです。（一般にこのカニは雌雄対で出されますので、カ

ニ味噌と卵、必ず両方楽しむことが出来ます） 

調べましたところ京都近辺でも上海蟹を楽しむことの出来るレストランがあるようです。 

カニ肉が美味しい日本のカニ、カニ味噌が美味しい中国のカニ、是非一度食べ比べてみ

てはいかがでしょうか。 

参加者の感想 
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今月の活動予定(11 月)   先月の活動(5 月)  先月の活動予定(10 月)   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日本語教室の(M)は定例ミーティング  ●（  ）内は参加者/参加予定者または担当者。敬称略 
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参加人数（10月） 

 10/1 10/15 10/22 10/29 

生徒 34人 33人 40人 29人 

先生 21人 21人 21人 21人 

 

会員の動き（10月） 

〈入会〉    加藤志乃 さん 

〈休会〉    なし  

〈退会〉    なし 

〈賛助会員〉 なし 

【編集後記】 

暑い暑いと思っていたら、いつの間にか冷た～い秋風が吹く季節になりましたね。ですが 11 月 13 日のバス旅行では、寒す

ぎず暑すぎず動きやすい一日でした。日頃の行いを見ていてくれたお日様が頑張ってくれたおかげです。 

詳しくは次号のレポートをご覧ください。（yg） 

お知らせ 

人生は まだこれからと 汗を拭き 大阪マラソン 完走できた  

ケンジ    
無事に 42.195 ㎞を完走しました！! 

来年はオリーブの先生や生徒のみなさんと一緒に大阪を走りたいな～。  中村健治  

中村さんの季節折々 11月（霜月） 

月） 

 

日本語教室 10/1(M),15,22,29（4回） 

関西弁講座 10/22（土）（杉山美・内田・中西） 

まちセン全体会会議 10/13（木）（田中一美・前田） 

BNN運営委員会 10/3（月）（佐野） 

KIFA 文化庁助成事業ネットワーク会議  10/17（月）（恩地） 

ジモトーク会議 10/22（土）（恩地・豊村・小春・吉田・中村・KIFA）  

文化庁助成事業「やさしい日本語」講座 10/23（日）（恩地・小春） 

バス旅行打ち合わせ 10/15（土）（恩地・内田・小春） 

バス旅行下見 10/30（日）（恩地・内田・小春） 

FMくさつ出演 10/23（日）（恩地） 

日本語教室 11/5(M),12,19,26（4回） 

日本語ボランティア講座 11/6,12,20（恩地・内田・中西・豊村）  

秋の遠足 11/13（日） 

まちセン施設部会会議 11/10（木）（田中一美・前田） 

施設部会主催「わくわく科学実験」11/26（土）（田中一美） 

ジモトーク会議 11/26（土）（恩地・豊村・小春・吉田・中村・KIFA）  

BNN指導者養成講座  

＊あなたの地元、わたしの地元＊ 

相手の地元を知れば、もっと仲良くなれる！外国人も日本人も、

みんな一緒に“地元”について語り合いましょ♪ 

 12/18 
（日） 

13 時半～16 時 

内容 
①外国人 5 人と日本人 3 人による My 地元紹介で、「お気に入りの場所」「おいしい食べ物」「見
てほしいイベント」を教えてもらいます。 

②軽食を食べながら、グループトークで交流会。地元の人ぞ知る、おもしろ話が聞けるかも?! 
③グループで知恵を出し合って、世界物知りクイズで優勝しよう！景品もあります☆ 
外国語が話せなくても大丈夫！みんな日本語で会話するので「外国の人と話したことない…」 
という人にも、ぜひこのイベントを紹介してくださいね。 

場所：まちづくりセンター 
申込 草津市国際交流協会 （Tel）077-561-2322   Mail kifa-japan@coda.ocn.ne.jp 

オリーブ会員 中須賀様より 

寄付 15,000円をいただきました。（10/1） 

ありがとうございました。大切に使わせていただきます。 


